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(57)【要約】
【課題】本発明は、研磨中の基板の物理量を正確に測定 
することができる研磨方法、研磨装置、および研磨中の 
基板の物理量を決定するためのプログラムを記録したコ 
ンピュータ読み取り可能な記録媒体を提供する。
【解決手段】研磨方法は、研磨面１ａを有する研磨パッ 
ド（研磨具）１を回転させ、研磨面１ａに基板Ｗを押し 
付けて基板Ｗを研磨し、基板Ｗの研磨中に、センサ３０ 
により測定された複数の測定データ点のそれぞれについ 
て、有効データ点か否かを判定し、研磨テーブル３が一 
回転する毎に、有効データ点であると判定された測定デ 
ータ点の測定値に基づいて、物理量の代表測定値を決定 
する。有効データ点か否かを判定することは、探索領域 
内にある測定データ点の数を計数し、探索領域内にある 
測定データ点の数がしきい値以上であるときに、判定対 
象の測定データ点が有効データ点であると判定すること 
である。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　17　　ＯＬ　（全14頁）　最終頁に続く
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 研 磨 面 を 有 す る 研 磨 具 を 支 持 す る 研 磨 テ ー ブ ル を 回 転 さ せ 、
　 研 磨 ヘ ッ ド に よ り 前 記 研 磨 面 に 基 板 を 押 し 付 け て 、 前 記 基 板 を 研 磨 し 、
　 前 記 基 板 の 研 磨 中 に 、 前 記 研 磨 テ ー ブ ル 内 に 設 置 さ れ た セ ン サ に よ り 、 複 数 の 測 定 点 に  
お い て 物 理 量 を 測 定 し 、
　 前 記 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 間 に 測 定 さ れ た 、 前 記 複 数 の 測 定 点 に お け る 前 記 物 理 量  
の 測 定 値 お よ び 測 定 時 間 を 示 す 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か  
否 か を 判 定 し 、
　 前 記 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 毎 に 、 前 記 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ れ た 測 定 デ ー タ  
点 の 測 定 値 に 基 づ い て 、 前 記 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る こ と を 含 み 、
　 前 記 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定 す る こ と は 、 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 を 計 数  
し 、 前 記 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 が し き い 値 以 上 で あ る と き に 、 判 定 対 象 の 測  
定 デ ー タ 点 が 前 記 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 す る こ と で あ り 、
　 前 記 探 索 領 域 は 、 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お  
よ び 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 時 間 を 含 む 所 定 幅 の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る  
、 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 は 、 前 記 探 索 領 域 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の う ち 、 最 新 の 測 定  
デ ー タ 点 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 有 効 デ ー タ 点 は 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 で あ り 、
　 前 記 代 表 測 定 値 を 決 定 す る こ と は 、 前 記 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 の 平 均 値 を 算 出 す る こ と で  
あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 代 表 測 定 値 が 目 標 値 に 達 し た と き に 、 前 記 基 板 の 研 磨 を 終 了 さ せ る こ と を さ ら に 含  
む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 基 板 を 研 磨 す る こ と は 、 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 に よ り 前 記 研 磨 ヘ ッ ド を 揺 動 さ せ な が  
ら 、 前 記 研 磨 ヘ ッ ド に よ り 前 記 研 磨 面 に 前 記 基 板 を 押 し 付 け て 前 記 基 板 を 研 磨 す る こ と で  
あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 基 板 は 角 形 基 板 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 物 理 量 は 、 膜 厚 、 温 度 、 音 響 、 お よ び 振 動 の う ち の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 研 磨 面 を 有 す る 研 磨 具 を 支 持 す る 研 磨 テ ー ブ ル と 、
　 前 記 研 磨 テ ー ブ ル を 回 転 さ せ る テ ー ブ ル モ ー タ と 、
　 前 記 基 板 を 前 記 研 磨 面 に 押 し 付 け る 研 磨 ヘ ッ ド と 、
　 前 記 研 磨 テ ー ブ ル 内 に 設 置 さ れ 、 物 理 量 を 測 定 す る セ ン サ と 、
　 前 記 基 板 の 研 磨 中 に 、 前 記 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 間 に 測 定 さ れ た 、 複 数 の 測 定 点 に  
お け る 前 記 物 理 量 の 測 定 値 お よ び 測 定 時 間 を 示 す 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て  
、 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定 し 、 前 記 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 毎 に 、 前 記 有 効 デ ー タ 点  
で あ る と 判 定 さ れ た 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 に 基 づ い て 、 前 記 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す  
る 処 理 シ ス テ ム を 備 え 、
　 前 記 処 理 シ ス テ ム は 、 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 を 計 数 し 、 前 記 探 索 領 域 内 に  
あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 が し き い 値 以 上 で あ る と き に 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 が 前 記 有 効  
デ ー タ 点 で あ る 判 定 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 探 索 領 域 は 、 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お  
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よ び 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 時 間 を 含 む 所 定 幅 の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る  
、 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 は 、 前 記 探 索 領 域 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の う ち 、 最 新 の 測 定  
デ ー タ 点 で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 有 効 デ ー タ 点 は 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 で あ り 、
　 前 記 処 理 シ ス テ ム は 、 前 記 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 の 平 均 値 を 算 出 し て 、 前 記 代 表 測 定 値 を  
決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 処 理 シ ス テ ム は 、 前 記 代 表 測 定 値 が 目 標 値 に 達 し た と き に 、 前 記 基 板 の 研 磨 を 終 了  
さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 研 磨 ヘ ッ ド を 揺 動 さ せ る 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 を さ ら に 備 え て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載  
の 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 基 板 は 角 形 基 板 で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 セ ン サ は 、 膜 厚 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ 、 音 響 セ ン サ 、 お よ び 振 動 セ ン サ の う ち の い ず  
れ か で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 基 板 の 研 磨 中 に 、 研 磨 面 を 有 す る 研 磨 具 を 支 持 す る 研 磨 テ ー ブ ル 内 に 設 置 さ れ た セ ン サ  
に よ り 、 前 記 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 間 に 測 定 さ れ た 、 複 数 の 測 定 点 に お け る 物 理 量 の  
測 定 値 お よ び 測 定 時 間 を 示 す 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否  
か を 判 定 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 を 計 数 し 、 前 記 探 索  
領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 が し き い 値 以 上 で あ る と き に 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 を  
前 記 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 す る こ と に よ り 行 わ れ 、 前 記 探 索 領 域 は 、 前 記 判 定 対 象 の  
測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お よ び 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の  
測 定 時 間 を 含 む 所 定 幅 の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 毎 に 、 前 記 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ れ た 測 定 デ ー タ  
点 の 測 定 値 に 基 づ い て 、 前 記 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る ス テ ッ プ を コ ン ピ ュ ー タ に 実  
行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 有 効 デ ー タ 点 は 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 で あ り 、
　 前 記 代 表 測 定 値 を 決 定 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 の 平 均 値 を 算 出 す る ス  
テ ッ プ で あ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 プ ロ グ ラ ム は 、 前 記 代 表 測 定 値 が 目 標 値 に 達 し た と き に 、 前 記 基 板 の 研 磨 を 終 了 さ  
せ る ス テ ッ プ を さ ら に 前 記 コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５  
に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ウ ェ ー ハ 、 パ ネ ル な ど の 基 板 を 研 磨 す る 研 磨 方 法 、 研 磨 装 置 、 お よ び 研 磨 中  
の 基 板 の 物 理 量 を 決 定 す る た め の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録  
媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 デ バ イ ス の 製 造 プ ロ セ ス に は 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ な ど の 絶 縁 膜 を 研 磨 す る 工 程 や 、 銅 、 タ  
ン グ ス テ ン な ど の 金 属 膜 を 研 磨 す る 工 程 な ど の 様 々 な 工 程 が 含 ま れ る 。 裏 面 照 射 型 Ｃ Ｍ Ｏ  
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Ｓ セ ン サ お よ び シ リ コ ン 貫 通 電 極 （ Ｔ Ｓ Ｖ ） の 製 造 工 程 で は 、 絶 縁 膜 や 金 属 膜 の 研 磨 工 程  
の 他 に も 、 シ リ コ ン 層 （ シ リ コ ン ウ ェ ー ハ ） を 研 磨 す る 工 程 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ウ ェ ー ハ 、 パ ネ ル な ど の 基 板 の 研 磨 は 、 一 般 に 、 化 学 機 械 研 磨 装 置 （ Ｃ Ｍ Ｐ 装 置 ） を 用  
い て 行 わ れ る 。 こ の Ｃ Ｍ Ｐ 装 置 は 、 研 磨 テ ー ブ ル 上 に 貼 り 付 け ら れ た 研 磨 パ ッ ド に ス ラ リ  
ー を 供 給 し な が ら 、 基 板 を 研 磨 パ ッ ド に 摺 接 さ せ る こ と に よ り 基 板 の 表 面 を 研 磨 す る よ う  
に 構 成 さ れ る 。 基 板 の 研 磨 は 、 そ の 表 面 を 構 成 す る 膜 （ 絶 縁 膜 、 金 属 膜 、 シ リ コ ン 層 な ど  
） の 厚 さ が 所 定 の 目 標 値 に 達 し た と き に 終 了 さ れ る 。 し た が っ て 、 基 板 の 研 磨 中 は 、 基 板  
の 膜 厚 が 測 定 さ れ る 。 ま た 、 基 板 の 研 磨 中 に 、 研 磨 状 態 の 指 標 と な る 基 板 の 温 度 、 音 響 、  
振 動 な ど の 物 理 量 を 測 定 し て 、 研 磨 状 態 を 監 視 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 基 板 の 膜 厚 な ど の 物 理 量 を 測 定 す る た め の セ ン サ は 、 研 磨 テ ー ブ ル 内 に 設 置 さ れ て お り  
、 研 磨 テ ー ブ ル と と も に 回 転 す る 。 基 板 の 研 磨 中 、 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 毎 に 、 セ ン  
サ が 所 定 の 測 定 領 域 に 位 置 す る と き に 、 基 板 の 複 数 の 測 定 点 に お い て 物 理 量 が 測 定 さ れ る  
。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ２ ５ ３ ６ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｃ Ｍ Ｐ 工 程 で は 、 研 磨 ヘ ッ ド お よ び 基 板 を 揺 動 さ せ な が ら 、 研 磨 ヘ ッ ド で 基 板 を 回 転 す  
る 研 磨 テ ー ブ ル 上 の 研 磨 パ ッ ド に 押 し 付 け る こ と で 、 基 板 を 研 磨 す る 場 合 が あ る 。 こ の よ  
う な 場 合 、 研 磨 テ ー ブ ル の 回 転 毎 に セ ン サ に 対 す る 基 板 の 位 置 が 変 動 す る た め 、 所 定 の 測  
定 領 域 に お い て 、 セ ン サ が 基 板 の 外 側 に 位 置 す る こ と が あ る 。 し た が っ て 、 セ ン サ が 基 板  
の 外 側 に 位 置 す る と き の 測 定 デ ー タ が ノ イ ズ と し て 含 ま れ る こ と が あ る 。 結 果 と し て 、 基  
板 の 物 理 量 を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き な い こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 研 磨 中 の 基 板 の 物 理 量 を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き る 研 磨 方 法 、 研  
磨 装 置 、 お よ び 研 磨 中 の 基 板 の 物 理 量 を 決 定 す る た め の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー  
タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 態 様 で は 、 研 磨 面 を 有 す る 研 磨 具 を 支 持 す る 研 磨 テ ー ブ ル を 回 転 さ せ 、 研 磨 ヘ ッ ド に  
よ り 前 記 研 磨 面 に 基 板 を 押 し 付 け て 、 前 記 基 板 を 研 磨 し 、 前 記 基 板 の 研 磨 中 に 、 前 記 研 磨  
テ ー ブ ル 内 に 設 置 さ れ た セ ン サ に よ り 、 複 数 の 測 定 点 に お い て 物 理 量 を 測 定 し 、 前 記 研 磨  
テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 間 に 測 定 さ れ た 、 前 記 複 数 の 測 定 点 に お け る 前 記 物 理 量 の 測 定 値 お  
よ び 測 定 時 間 を 示 す 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定  
し 、 前 記 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 毎 に 、 前 記 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ れ た 測 定 デ ー  
タ 点 の 測 定 値 に 基 づ い て 、 前 記 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る こ と を 含 み 、 前 記 有 効 デ ー  
タ 点 か 否 か を 判 定 す る こ と は 、 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 を 計 数 し 、 前 記 探 索 領  
域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 が し き い 値 以 上 で あ る と き に 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 が 前  
記 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 す る こ と で あ り 、 前 記 探 索 領 域 は 、 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー  
タ 点 の 測 定 値 を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お よ び 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 時 間  
を 含 む 所 定 幅 の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る 、 研 磨 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 態 様 で は 、 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 は 、 前 記 探 索 領 域 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の う ち  
、 最 新 の 測 定 デ ー タ 点 で あ る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 有 効 デ ー タ 点 は 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 で あ り 、 前 記 代 表 測 定 値 を 決 定 す  
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る こ と は 、 前 記 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 の 平 均 値 を 算 出 す る こ と で あ る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 研 磨 方 法 は 、 前 記 代 表 測 定 値 が 目 標 値 に 達 し た と き に 、 前 記 基 板 の 研  
磨 を 終 了 さ せ る こ と を さ ら に 含 む 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 基 板 を 研 磨 す る こ と は 、 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 に よ り 前 記 研 磨 ヘ ッ ド を  
揺 動 さ せ な が ら 、 前 記 研 磨 ヘ ッ ド に よ り 前 記 研 磨 面 に 前 記 基 板 を 押 し 付 け て 前 記 基 板 を 研  
磨 す る こ と で あ る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 基 板 は 角 形 基 板 で あ る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 物 理 量 は 、 膜 厚 、 温 度 、 音 響 、 お よ び 振 動 の う ち の い ず れ か で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 態 様 で は 、 研 磨 面 を 有 す る 研 磨 具 を 支 持 す る 研 磨 テ ー ブ ル と 、 前 記 研 磨 テ ー ブ ル を 回  
転 さ せ る テ ー ブ ル モ ー タ と 、 前 記 基 板 を 前 記 研 磨 面 に 押 し 付 け る 研 磨 ヘ ッ ド と 、 前 記 研 磨  
テ ー ブ ル 内 に 設 置 さ れ 、 物 理 量 を 測 定 す る セ ン サ と 、 前 記 基 板 の 研 磨 中 に 、 前 記 研 磨 テ ー  
ブ ル が 一 回 転 す る 間 に 測 定 さ れ た 、 複 数 の 測 定 点 に お け る 前 記 物 理 量 の 測 定 値 お よ び 測 定  
時 間 を 示 す 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定 し 、 前 記  
研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 毎 に 、 前 記 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ れ た 測 定 デ ー タ 点 の 測  
定 値 に 基 づ い て 、 前 記 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る 処 理 シ ス テ ム を 備 え 、 前 記 処 理 シ ス  
テ ム は 、 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 を 計 数 し 、 前 記 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ  
点 の 数 が し き い 値 以 上 で あ る と き に 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 が 前 記 有 効 デ ー タ 点 で あ る  
判 定 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 探 索 領 域 は 、 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値  
を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お よ び 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 時 間 を 含 む 所 定 幅  
の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る 、 研 磨 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 態 様 で は 、 前 記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 は 、 前 記 探 索 領 域 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の う ち  
、 最 新 の 測 定 デ ー タ 点 で あ る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 有 効 デ ー タ 点 は 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 で あ り 、 前 記 処 理 シ ス テ ム は 、 前  
記 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 の 平 均 値 を 算 出 し て 、 前 記 代 表 測 定 値 を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て  
い る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 処 理 シ ス テ ム は 、 前 記 代 表 測 定 値 が 目 標 値 に 達 し た と き に 、 前 記 基 板  
の 研 磨 を 終 了 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 研 磨 装 置 は 、 前 記 研 磨 ヘ ッ ド を 揺 動 さ せ る 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 を さ ら  
に 備 え て い る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 基 板 は 角 形 基 板 で あ る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 セ ン サ は 、 膜 厚 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ 、 音 響 セ ン サ 、 お よ び 振 動 セ ン サ  
の う ち の い ず れ か で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 態 様 で は 、 基 板 の 研 磨 中 に 、 研 磨 面 を 有 す る 研 磨 具 を 支 持 す る 研 磨 テ ー ブ ル 内 に 設 置  
さ れ た セ ン サ に よ り 、 前 記 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 間 に 測 定 さ れ た 、 複 数 の 測 定 点 に お  
け る 物 理 量 の 測 定 値 お よ び 測 定 時 間 を 示 す 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 有 効  
デ ー タ 点 か 否 か を 判 定 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 を 計 数  
し 、 前 記 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 が し き い 値 以 上 で あ る と き に 、 判 定 対 象 の 測  
定 デ ー タ 点 を 前 記 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 す る こ と に よ り 行 わ れ 、 前 記 探 索 領 域 は 、 前  
記 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お よ び 前 記 判 定 対 象 の 測  
定 デ ー タ 点 の 測 定 時 間 を 含 む 所 定 幅 の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る ス テ ッ プ と 、 前 記 研 磨  
テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 毎 に 、 前 記 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ れ た 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値  
に 基 づ い て 、 前 記 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る ス テ ッ プ を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た  
め の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 が 提 供 さ れ る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 有 効 デ ー タ 点 は 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 で あ り 、 前 記 代 表 測 定 値 を 決 定 す  
る ス テ ッ プ は 、 前 記 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 の 平 均 値 を 算 出 す る ス テ ッ プ で あ る 。
　 一 態 様 で は 、 前 記 プ ロ グ ラ ム は 、 前 記 代 表 測 定 値 が 目 標 値 に 達 し た と き に 、 前 記 基 板 の  
研 磨 を 終 了 さ せ る ス テ ッ プ を さ ら に 前 記 コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る  
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。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 セ ン サ に よ っ て 測 定 さ れ た 複 数 の 測 定 点 に お け る 物 理 量 の 測 定 値 お よ  
び 測 定 時 間 を 示 す 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定 し  
、 研 磨 テ ー ブ ル が 一 回 転 す る 毎 に 、 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ れ た 測 定 デ ー タ 点 の 測 定  
値 に 基 づ い て 、 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る 。 こ れ に よ り 、 研 磨 中 の 基 板 の 物 理 量 を 正  
確 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 研 磨 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 測 定 領 域 内 の 複 数 の 測 定 点 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 セ ン サ に よ っ て 測 定 さ れ た 複 数 の 測 定 点 に お け る 物 理 量 の 測 定 デ ー タ の 一 例 を 示  
す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ （ ａ ） お よ び 図 ４ （ ｂ ） は 、 有 効 デ ー タ 点 の 判 定 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 処 理 シ ス テ ム に よ っ て 判 定 さ れ た 有 効 デ ー タ 点 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 研 磨 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 研 磨 装 置 は 、 ウ ェ ー ハ 、 パ ネ ル な  
ど の 基 板 Ｗ を 化 学 機 械 的 に 研 磨 す る 装 置 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 研 磨 装 置 は 、 研 磨 具  
と し て の 研 磨 パ ッ ド １ を 支 持 す る 研 磨 テ ー ブ ル ３ と 、 基 板 Ｗ を 研 磨 面 １ ａ に 対 し て 押 し 付  
け る 研 磨 ヘ ッ ド ５ と 、 研 磨 パ ッ ド １ に 研 磨 液 （ 例 え ば ス ラ リ ー ） を 供 給 す る た め の 研 磨 液  
供 給 ノ ズ ル １ ０ を 備 え て い る 。 研 磨 パ ッ ド １ は 、 研 磨 面 １ ａ を 有 し て い る 。 一 実 施 形 態 で  
は 、 研 磨 具 と し て 、 研 磨 面 を 有 す る 固 定 砥 粒 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 研 磨 装 置 は 、 支 軸 １ ４ と 、 支 軸 １ ４ の 上 端 に 連 結 さ れ た 研 磨 ヘ ッ ド ア ー ム １ ６ と 、 研 磨  
ヘ ッ ド ア ー ム １ ６ の 自 由 端 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 研 磨 ヘ ッ ド シ ャ フ ト １ ８ と 、 研 磨 ヘ ッ  
ド ５ を 研 磨 ヘ ッ ド シ ャ フ ト １ ８ と と も に 回 転 さ せ る 研 磨 ヘ ッ ド 回 転 機 構 ２ ０ と 、 研 磨 ヘ ッ  
ド ５ を 揺 動 さ せ る 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ を さ ら に 備 え て い る 。 研 磨 ヘ ッ ド ５ は 、 研 磨 ヘ  
ッ ド シ ャ フ ト １ ８ の 下 端 に 固 定 さ れ て い る 。 研 磨 ヘ ッ ド ５ は 、 そ の 下 面 に 基 板 Ｗ を 保 持 で  
き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 基 板 Ｗ は 、 研 磨 す る べ き 面 が 下 向 き に な る よ う に 保 持 さ れ て  
い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 基 板 Ｗ お よ び 研 磨 ヘ ッ ド ５ は 円 形 を 有 し て い る が 、 一 実 施 形 態 で  
は 、 基 板 Ｗ は 角 形 基 板 で あ り 、 研 磨 ヘ ッ ド ５ は 四 角 形 状 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 研 磨 ヘ ッ ド 回 転 機 構 ２ ０ は 、 研 磨 ヘ ッ ド ア ー ム １ ６ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 研 磨 ヘ ッ ド 回  
転 機 構 ２ ０ は 、 研 磨 ヘ ッ ド シ ャ フ ト １ ８ に 連 結 さ れ て お り 、 研 磨 ヘ ッ ド シ ャ フ ト １ ８ お よ  
び 研 磨 ヘ ッ ド ５ を 矢 印 で 示 す 方 向 に 回 転 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 研 磨 ヘ ッ ド 回 転 機  
構 ２ ０ は 、 例 え ば 、 モ ー タ 、 タ イ ミ ン グ プ ー リ 、 お よ び ベ ル ト の 組 み 合 わ せ に よ り 構 成 さ  
れ て い る 。 図 １ で は 、 研 磨 ヘ ッ ド 回 転 機 構 ２ ０ は 模 式 的 に 描 か れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ は 、 研 磨 ヘ ッ ド ア ー ム １ ６ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 研 磨 ヘ ッ ド ア  
ー ム １ ６ は 、 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ に よ っ て 支 軸 １ ４ を 中 心 に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い  
る 。 研 磨 ヘ ッ ド ５ は 、 研 磨 ヘ ッ ド ア ー ム １ ６ の 旋 回 に よ り 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ 上 を 研 磨 面 １  
ａ に 沿 っ て 揺 動 す る こ と が で き る 。 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ は 、 例 え ば 、 モ ー タ 、 歯 車 の  
組 み 合 わ せ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 図 １ で は 、 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ は 模 式 的 に 描 か れ  
て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ は 、 支 軸 １ ４ に 設 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 研 磨 ヘ ッ ド シ ャ フ ト １ ８ は 、 図 示 し な い 研 磨 ヘ ッ ド 昇 降 機 構 （ ボ ー ル ね じ 機 構 な ど を 含  
む ） に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 研 磨 ヘ ッ ド 昇 降 機 構 は 、 研 磨 ヘ ッ ド シ ャ フ ト １ ８ を 研 磨 ヘ ッ  
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ド ア ー ム １ ６ に 対 し て 相 対 的 に 上 下 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 研 磨 ヘ ッ ド シ ャ  
フ ト １ ８ の 上 下 動 に よ り 、 研 磨 ヘ ッ ド ５ は 、 研 磨 ヘ ッ ド ア ー ム １ ６ お よ び 研 磨 テ ー ブ ル ３  
に 対 し て 相 対 的 に 上 下 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 研 磨 装 置 は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ を 回 転 さ せ る テ ー ブ ル モ ー タ ６ を さ ら に 備 え て い る 。 テ ー  
ブ ル モ ー タ ６ は 研 磨 テ ー ブ ル ３ の 下 方 に 配 置 さ れ て お り 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ は 、 テ ー ブ ル 軸  
３ ａ を 介 し て テ ー ブ ル モ ー タ ６ に 連 結 さ れ て い る 。 テ ー ブ ル モ ー タ ６ は 、 テ ー ブ ル 軸 ３ ａ  
を 中 心 に 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ お よ び 研 磨 パ ッ ド １ を 矢 印 で 示 す 方 向 に 回 転 さ せ る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 研 磨 装 置 は 、 研 磨 装 置 の 動 作 を 制 御 す る 処 理 シ ス テ ム ４ ０ を さ ら に 備 え て い る 。 テ ー ブ  
ル モ ー タ ６ 、 研 磨 液 供 給 ノ ズ ル １ ０ 、 研 磨 ヘ ッ ド 回 転 機 構 ２ ０ 、 お よ び 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機  
構 ２ ５ は 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 テ ー ブ ル モ ー タ ６ 、 研 磨 液 供 給  
ノ ズ ル １ ０ 、 研 磨 ヘ ッ ド 回 転 機 構 ２ ０ 、 お よ び 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ の 動 作 は 、 処 理 シ  
ス テ ム ４ ０ に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 少 な く と も １ 台 の コ ン ピ ュ ー タ か ら 構 成 さ れ て い る 。 処 理 シ ス テ  
ム ４ ０ は 、 研 磨 装 置 の 動 作 を 制 御 す る た め の プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ た 記 憶 装 置 ４ ０ ａ と 、  
プ ロ グ ラ ム に 含 ま れ る 命 令 に 従 っ て 演 算 を 実 行 す る 演 算 装 置 ４ ０ ｂ を 備 え て い る 。 記 憶 装  
置 ４ ０ ａ は 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ （ Ｒ Ａ Ｍ ） な ど の 主 記 憶 装 置 と 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド  
ラ イ ブ （ Ｈ Ｄ Ｄ ） 、 ソ リ ッ ド ス テ ー ト ド ラ イ ブ （ Ｓ Ｓ Ｄ ） な ど の 補 助 記 憶 装 置 を 備 え て い  
る 。 演 算 装 置 ４ ０ ｂ の 例 と し て は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 処 理 装 置 ） 、 Ｇ Ｐ Ｕ （ グ ラ フ ィ ッ ク プ ロ  
セ ッ シ ン グ ユ ニ ッ ト ） が 挙 げ ら れ る 。 た だ し 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ の 具 体 的 構 成 は こ れ ら の  
例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 基 板 Ｗ の 研 磨 は 次 の よ う に し て 行 わ れ る 。 研 磨 ヘ ッ ド ５ お よ び 研 磨 テ ー ブ ル ３ を そ れ ぞ  
れ 矢 印 で 示 す 方 向 に 回 転 さ せ 、 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ に よ り 研 磨 ヘ ッ ド ５ を 揺 動 さ せ る  
。 さ ら に 、 研 磨 液 供 給 ノ ズ ル １ ０ か ら 研 磨 パ ッ ド １ 上 に 研 磨 液 （ ス ラ リ ー ） を 供 給 す る 。  
こ の 状 態 で 、 研 磨 ヘ ッ ド ５ は 、 基 板 Ｗ を 研 磨 パ ッ ド １ の 研 磨 面 １ ａ に 押 し 付 け る 。 基 板 Ｗ  
の 表 面 は 、 研 磨 液 の 化 学 的 作 用 と 、 研 磨 液 に 含 ま れ る 砥 粒 お よ び ／ ま た は 研 磨 パ ッ ド の 機  
械 的 作 用 と の 組 み 合 わ せ に よ り 研 磨 さ れ る 。 特 に 、 基 板 Ｗ が 角 形 基 板 で あ る 場 合 、 研 磨 ヘ  
ッ ド ５ を 揺 動 さ せ な が ら 基 板 Ｗ を 研 磨 す る こ と に よ り 、 基 板 Ｗ の 全 体 を 均 一 に 研 磨 す る こ  
と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 研 磨 ヘ ッ ド ５ を 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ に よ り 揺 動 さ せ ず  
に 、 研 磨 ヘ ッ ド ５ の 位 置 を 固 定 し た 状 態 で 、 基 板 Ｗ を 研 磨 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 研 磨 装 置 は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ 内 に 設 置 さ れ 、 物 理 量 を 測 定 す る セ ン サ ３ ０ を さ ら に 備 え  
て い る 。 測 定 対 象 の 物 理 量 は 、 膜 厚 、 温 度 、 音 響 、 お よ び 振 動 の う ち の い ず れ か で あ り 、  
セ ン サ ３ ０ は 、 膜 厚 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ 、 音 響 セ ン サ 、 お よ び 振 動 セ ン サ の う ち の い ず れ  
か で あ る 。 膜 厚 セ ン サ の 例 と し て は 、 光 学 式 セ ン サ や 渦 電 流 セ ン サ が 挙 げ ら れ る 。 セ ン サ  
３ ０ は 、 記 号 Ａ で 示 す よ う に 研 磨 テ ー ブ ル ３ と 一 体 に 回 転 し 、 研 磨 ヘ ッ ド ５ に 保 持 さ れ た  
基 板 Ｗ 上 を 含 む 所 定 の 測 定 領 域 に お い て 、 基 板 Ｗ の 物 理 量 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 膜 厚 セ ン サ は 、 基 板 Ｗ の 表 面 を 構 成 す る 膜 （ 絶 縁 膜 、 金 属 膜 、 シ リ コ  
ン 層 な ど ） の 厚 さ を 測 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 温 度 セ ン サ は 、 基  
板 Ｗ の 表 面 温 度 を 測 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 音 響 セ ン サ は 、 基 板  
Ｗ の 研 磨 に 伴 う 音 響 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 振 動 セ ン サ は 、  
基 板 Ｗ の 研 磨 に 伴 う 振 動 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 研 磨 装 置 は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ の 回 転 を 検 出 す る ト リ ガ セ ン サ ３ ５ を さ ら に 備 え て い る 。  
ト リ ガ セ ン サ ３ ５ は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ の 外 周 部 に 取 り 付 け ら れ た ド グ ３ ５ ａ と 、 ド グ ３ ５  
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ａ に 近 接 し て 配 置 さ れ た 近 接 セ ン サ ３ ５ ｂ を 備 え て い る 。 ト リ ガ セ ン サ ３ ５ は 、 ド グ ３ ５  
ａ と 近 接 セ ン サ ３ ５ ｂ と の 位 置 関 係 に 基 づ い て 研 磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 し た こ と を 示 す ト  
リ ガ 信 号 を 検 出 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 近 接 セ ン サ ３ ５ ｂ は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ の 回 転 に よ  
っ て ド グ ３ ５ ａ が 近 接 セ ン サ ３ ５ ｂ に 最 も 近 接 し た と き に ト リ ガ 信 号 を 検 出 す る 。 近 接 セ  
ン サ ３ ５ ｂ は 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 検 出 さ れ た ト リ ガ 信 号 を 処 理 シ ス テ  
ム ４ ０ に 送 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ト リ ガ セ ン サ ３ ５ は 、 セ ン サ ３ ０ の 測 定 開 始 タ イ ミ ン グ （ お よ び 測 定 終 了 タ イ ミ ン グ ）  
を 検 出 す る た め の セ ン サ で あ る 。 セ ン サ ３ ０ は 、 ト リ ガ セ ン サ ３ ５ に よ っ て 検 出 さ れ た ト  
リ ガ 信 号 に 基 づ く タ イ ミ ン グ で 、 物 理 量 の 測 定 開 始 （ お よ び 測 定 終 了 ） を 行 う 。 こ れ に よ  
り 、 セ ン サ ３ ０ は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 す る 毎 に 、 所 定 の 測 定 領 域 で 物 理 量 を 測 定 す  
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 測 定 領 域 内 の 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 セ ン サ ３ ０ は 、 研  
磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 す る 毎 に 、 測 定 領 域 内 の 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ に お い て 、 物 理 量 を 測 定  
す る 。 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ に お け る 物 理 量 は 、 セ ン サ ３ ０ に よ り 所 定 の 時 間 間 隔 で 測 定 さ れ  
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ は 一 定 の 速 度 で 回 転 し て お り 、 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ は  
、 セ ン サ ３ ０ の 軌 道 上 に 等 間 隔 で 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 基 板 Ｗ の 研 磨 中 、 研 磨 ヘ ッ ド ５ お よ び 基 板 Ｗ は 、 研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構 ２ ５ に よ り 、 支 軸  
１ ４ を 中 心 と し て 、 図 ２ の 点 線 で 示 す 基 板 位 置 Ｐ １ と 基 板 位 置 Ｐ ２ と の 間 を 揺 動 す る 。 本  
実 施 形 態 で は 、 測 定 領 域 は 、 セ ン サ ３ ０ の 軌 道 上 の 基 板 位 置 Ｐ １ か ら 基 板 位 置 Ｐ ２ ま で の  
間 に 位 置 す る 領 域 で あ る 。 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ は 、 測 定 領 域 内 に 等 間 隔 で 位 置 し て い る 。 セ  
ン サ ３ ０ は 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 セ ン サ ３ ０ に よ っ て 測 定 さ れ た 複 数 の  
測 定 点 Ｍ Ｐ に お け る 物 理 量 の 測 定 デ ー タ は 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 測 定 領 域 は 、 セ ン サ ３ ０ が 基 板 Ｗ を 横 切 る 領 域 よ り も 大 き い た め 、 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ の  
一 部 が 基 板 Ｗ 上 に 位 置 し な い こ と が あ る 。 基 板 Ｗ 上 に 位 置 し な い 測 定 点 Ｍ Ｐ に お け る 測 定  
デ ー タ は 、 研 磨 中 の 基 板 Ｗ の 物 理 量 を 監 視 す る 際 の ノ イ ズ デ ー タ と な る 。 そ こ で 、 処 理 シ  
ス テ ム ４ ０ は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 す る 毎 に 、 測 定 デ ー タ の 中 か ら ノ イ ズ デ ー タ を 含  
ま な い 有 効 な 測 定 デ ー タ を 選 択 し 、 有 効 な 測 定 デ ー タ に 基 づ い て 基 板 Ｗ の 物 理 量 の 代 表 測  
定 値 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 セ ン サ ３ ０ に よ っ て 測 定 さ れ た 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ に お け る 物 理 量 の 測 定 デ ー タ  
の 一 例 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ３ に お い て 、 横 軸 は 測 定 時 間 を 表 し て お り 、 縦 軸 は 物 理 量  
の 測 定 値 を 表 し て い る 。 測 定 デ ー タ は 、 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ に お け る 物 理 量 の 測 定 値 お よ び  
測 定 時 間 を 示 す 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 （ 黒 点 で 示 す ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 図 ３ に 示 す 測 定  
デ ー タ 点 の 数 と 、 上 述 し た 図 ２ に 示 す 測 定 点 Ｍ Ｐ の 数 は 異 な っ て 描 か れ て い る が 、 実 際 に  
は 、 測 定 デ ー タ 点 の 数 と 測 定 点 Ｍ Ｐ の 数 は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を  
判 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 複 数 の 測 定 デ ー タ 点  
の そ れ ぞ れ に つ い て 、 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 を 計 数 し 、 探 索 領 域 内 に あ る 測  
定 デ ー タ 点 の 数 が し き い 値 以 上 で あ る と き に 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 が 有 効 デ ー タ 点 で  
あ る と 判 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ （ ａ ） お よ び 図 ４ （ ｂ ） は 、 有 効 デ ー タ 点 の 判 定 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ４ （  
ａ ） は 、 図 ３ に 示 す 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ １ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定  
す る 場 合 を 示 し 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 図 ３ に 示 す 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ ２ に つ い て 、 有  
効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定 す る 場 合 を 示 し て い る 。 図 ４ （ ａ ） で は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ  
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点 Ｔ Ｄ １ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定 す る た め の 探 索 領 域 は 、 符 号 Ｓ Ａ １ で 示 さ  
れ て お り 、 図 ４ （ ｂ ） で は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ ２ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否  
か を 判 定 す る た め の 探 索 領 域 は 、 符 号 Ｓ Ａ ２ で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 探 索 領 域 は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お よ び 判 定  
対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 時 間 を 含 む 所 定 幅 の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る 。 測 定 値 範 囲  
の 上 記 所 定 幅 は 、 測 定 値 範 囲 の 上 限 値 と 下 限 値 と の 差 に 相 当 す る 。 測 定 値 範 囲 の 上 限 値 と  
下 限 値 は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 を 基 準 に 定 め る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 で  
は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 が 測 定 値 範 囲 の 中 央 値 と な る よ う に 、 測 定 値 範 囲 の  
上 限 値 と 下 限 値 が 定 め ら れ て い る が 、 測 定 値 範 囲 の 上 限 値 と 下 限 値 は 、 本 実 施 形 態 に 限 ら  
れ な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 時 間 範 囲 の 上 記 所 定 幅 （ 時 間 長 さ ） は 、 所 定 の 数 の 測 定 デ ー タ 点 を 測 定 す る の に 要 す る  
時 間 に 相 当 す る 。 し た が っ て 、 時 間 範 囲 の 上 記 所 定 幅 （ 時 間 長 さ ） は 、 測 定 デ ー タ 点 の 所  
定 の 数 と 、 セ ン サ ３ ０ が 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ を 測 定 す る 際 の 時 間 間 隔 に 基 づ い て 定 め ら れ る  
。 本 実 施 形 態 で は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 は 、 探 索 領 域 の 中 の 最 新 の 測 定 デ ー タ 点 で あ  
る が 、 探 索 領 域 を 定 め る 時 間 範 囲 は 、 本 実 施 形 態 に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 探 索 領 域 の 大 き さ は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 に か か わ ら ず 一 定 で あ る が 、 探 索 領 域 は  
、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 に 連 動 し て 移 動 す る 。 す な わ ち 、 探 索 領 域 を 定 め る 測 定 値 範 囲  
の 幅 （ 上 限 値 と 下 限 値 と の 差 ） は 一 定 で あ り 、 探 索 領 域 を 定 め る 時 間 範 囲 の 幅 （ 時 間 長 さ  
） も 一 定 で あ る が 、 測 定 値 範 囲 の 上 限 値 と 下 限 値 、 お よ び 時 間 範 囲 の 上 限 値 と 下 限 値 は 、  
判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 に 対 応 し て 変 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ １ に 対 応 す る 探 索 領 域 Ｓ Ａ １ は  
、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ １ の 測 定 値 を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お よ び 判 定 対 象 の  
測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ １ の 測 定 時 間 を 含 む 所 定 幅 の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る 。 同 様 に 、 図  
４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ ２ に 対 応 す る 探 索 領 域 Ｓ Ａ ２ は 、 判  
定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ ２ の 測 定 値 を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お よ び 判 定 対 象 の 測 定  
デ ー タ 点 Ｔ Ｄ ２ の 測 定 時 間 を 含 む 所 定 幅 の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 に 対 応 す る 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ  
点 の 数 を 計 数 し 、 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 が し き い 値 以 上 で あ る と き に 、 判 定  
対 象 の 測 定 デ ー タ 点 が 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ４ （ ａ ） に 示  
す 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ １ に 対 応 す る 探 索 領 域 Ｓ Ａ １ 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 は  
、 し き い 値 よ り も 少 な い 。 一 方 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ ２ に 対 応  
す る 探 索 領 域 Ｓ Ａ ２ 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 は 、 し き い 値 以 上 で あ る 。 し た が っ て 、 処  
理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ １ が 有 効 デ ー タ 点 で は  
な い と 判 定 し 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 Ｔ Ｄ ２ が 有 効 デ ー タ 点 で あ る と  
判 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に し て 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 す る 毎 に 、 研 磨 テ ー ブ  
ル ３ が 一 回 転 す る 間 に 測 定 さ れ た 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ に お け る 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ  
れ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定 す る 。 図 ５ は 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ に よ っ て 判 定 さ  
れ た 有 効 デ ー タ 点 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ の 白 点 で 示 す 測 定 デ ー タ 点 は 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０  
に よ っ て 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ れ た 測 定 デ ー タ 点 で あ る 。 有 効 デ ー タ 点 は 、 基 板 Ｗ  
上 に 位 置 す る 測 定 点 Ｍ Ｐ に お け る 基 板 Ｗ の 物 理 量 の 測 定 値 を 含 む デ ー タ 点 で あ る 。 有 効 デ  
ー タ 点 を 判 定 す る た め の 探 索 領 域 の 大 き さ （ 測 定 値 範 囲 の 幅 、 お よ び 時 間 範 囲 の 幅 ） 、 お  
よ び し き い 値 は 、 実 験 結 果 な ど に 基 づ い て 予 め 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 本 実 施 形 態 で は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 は 、 探 索 領 域 の 中 の 最 新 の 測 定 デ ー タ 点 で あ  
る た め 、 探 索 領 域 の 中 の 測 定 デ ー タ 点 は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 よ り も 過 去 に 測 定 さ れ  
た 測 定 デ ー タ 点 に よ り 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 セ ン サ ３ ０ に よ り  
測 定 さ れ た 最 新 の 測 定 デ ー タ 点 を 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 と し て 、 順 次 有 効 デ ー タ 点 か 否  
か を 判 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 基 板 Ｗ の 研 磨 中 に リ ア ル タ イ ム で 有 効 デ ー タ 点  
を 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 す る 毎 に 、 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ  
れ た 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 に 基 づ い て 、 基 板 Ｗ の 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る よ う に 構  
成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 の 平 均 値 を 算  
出 し て 、 代 表 測 定 値 を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 処 理 シ ス テ ム ４  
０ は 、 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 の 中 央 値 な ど の 他 の 代 表 値 を 算 出 し て 、 代 表 測 定 値 を 決 定 す る  
よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 セ ン サ ３ ０ に よ っ て 測 定 さ れ た 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ に お け る 物 理 量  
の 測 定 値 お よ び 測 定 時 間 を 示 す 複 数 の 測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か  
否 か を 判 定 し 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 す る 毎 に 、 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ れ た 測 定  
デ ー タ 点 の 測 定 値 に 基 づ い て 、 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る 。 こ れ に よ り 、 研 磨 中 の 基  
板 Ｗ の 物 理 量 を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 す る 毎 に 決 定 さ れ た 代 表 測 定 値 に 基 づ い  
て 、 基 板 Ｗ の 物 理 量 を 監 視 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 代 表 測 定 値 が 目  
標 値 に 達 し た と き に 、 基 板 Ｗ の 研 磨 を 終 了 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は  
、 セ ン サ ３ ０ は 、 物 理 量 と し て 膜 厚 を 測 定 す る 膜 厚 セ ン サ で あ り 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、  
膜 厚 の 代 表 測 定 値 が 目 標 値 に 達 し た と き に 、 基 板 Ｗ の 研 磨 を 終 了 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 記 憶 装 置 ４ ０ ａ に 電 気 的 に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム に 含 ま れ る 命 令  
に 従 っ て 動 作 す る 。 す な わ ち 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 基 板 Ｗ の 研 磨 中 に 、 研 磨 パ ッ ド １ を  
支 持 す る 研 磨 テ ー ブ ル ３ 内 に 設 置 さ れ た セ ン サ ３ ０ に よ り 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 す る  
間 に 測 定 さ れ た 、 複 数 の 測 定 点 Ｍ Ｐ に お け る 物 理 量 の 測 定 値 お よ び 測 定 時 間 を 示 す 複 数 の  
測 定 デ ー タ 点 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 有 効 デ ー タ 点 か 否 か を 判 定 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 探  
索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 を 計 数 し 、 探 索 領 域 内 に あ る 測 定 デ ー タ 点 の 数 が し き い  
値 以 上 で あ る と き に 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 を 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 す る こ と に よ  
り 行 わ れ 、 探 索 領 域 は 、 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 値 を 含 む 所 定 幅 の 測 定 値 範 囲 、 お  
よ び 判 定 対 象 の 測 定 デ ー タ 点 の 測 定 時 間 を 含 む 所 定 幅 の 時 間 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る ス テ  
ッ プ と 、 研 磨 テ ー ブ ル ３ が 一 回 転 す る 毎 に 、 有 効 デ ー タ 点 で あ る と 判 定 さ れ た 測 定 デ ー タ  
点 の 測 定 値 に 基 づ い て 、 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る ス テ ッ プ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 有 効 デ ー タ 点 が 複 数 の 有 効 デ ー タ 点 で あ る と き に 、 複 数 の 有 効 デ  
ー タ 点 の 平 均 値 を 算 出 し て 、 物 理 量 の 代 表 測 定 値 を 決 定 す る ス テ ッ プ を 実 行 す る 。
　 さ ら に 、 処 理 シ ス テ ム ４ ０ は 、 物 理 量 の 代 表 測 定 値 が 目 標 値 に 達 し た と き に 、 基 板 Ｗ の  
研 磨 を 終 了 さ せ る ス テ ッ プ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ ら ス テ ッ プ を 処 理 シ ス テ ム ４ ０ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム は 、 非 一 時 的 な 有 形  
物 で あ る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ 、 記 録 媒 体 を 介 し て 処 理 シ ス テ  
ム ４ ０ に 提 供 さ れ る 。 ま た は 、 プ ロ グ ラ ム は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ま た は ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ  
ト ワ ー ク な ど の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 処 理 シ ス テ ム ４ ０ に 入 力 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 は 、 基 板 Ｗ の 研 磨 中 、 研 磨 ヘ ッ ド ５ お よ び 基 板 Ｗ を 揺 動 さ せ る こ と な  
く 、 固 定 さ れ て い る 場 合 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 は 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 本 発 明  
を 実 施 で き る こ と を 目 的 と し て 記 載 さ れ た も の で あ る 。 上 記 実 施 形 態 の 種 々 の 変 形 例 は 、  
当 業 者 で あ れ ば 当 然 に な し う る こ と で あ り 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 は 他 の 実 施 形 態 に も 適 用  
し う る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 記 載 さ れ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 特 許 請 求  
の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ る 技 術 的 思 想 に 従 っ た 最 も 広 い 範 囲 に 解 釈 さ れ る も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １       研 磨 パ ッ ド （ 研 磨 具 ）
　 １ ａ     研 磨 面
　 ３       研 磨 テ ー ブ ル
　 ３ ａ     テ ー ブ ル 軸
　 ５       研 磨 ヘ ッ ド
　 ６       テ ー ブ ル モ ー タ
１ ０       研 磨 液 供 給 ノ ズ ル
１ ４       支 軸
１ ６       研 磨 ヘ ッ ド ア ー ム
１ ８       研 磨 ヘ ッ ド シ ャ フ ト
２ ０       研 磨 ヘ ッ ド 回 転 機 構
２ ５       研 磨 ヘ ッ ド 揺 動 機 構
３ ０       セ ン サ
３ ５       ト リ ガ セ ン サ
３ ５ ａ     ド グ
３ ５ ｂ     近 接 セ ン サ
４ ０       処 理 シ ス テ ム
４ ０ ａ     記 憶 装 置
４ ０ ｂ     演 算 装 置
　 Ｗ       基 板
Ｍ Ｐ       測 定 点
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】



10

JP 2024-92647 A 2024.7.8(14)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｌ 21/304 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｌ 21/304 ６２１Ｄ 　　　
　Ｈ０１Ｌ 21/304 ６２２Ｓ 　　　

テーマコード（参考）

Ｆターム（参考）　 3C158 AA07 AC02 BA01 BA02 BA08 BA09 BB08 BB09 CA01 CB01
DA12 DA17 EA11 EB01 ED00

5F057 AA20 BA11 CA11 DA03 GA12 GA13 GA16 GB02 GB03 GB13
GB21 GB22 GB34 GB40


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

